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を対象にして一

保鑓体警科 大津 震予

学習指導要領の改訂にあたり、学習指導要領にそった実践を本校の生誌を対象にして行うことにし

た。その線、本校の生徒の実態を熟考し、その実態、に合致した単元とそのg擦を設定した。本研究で

は、新学習指導要領に郎した実銭を行い、単元終了後の生徒の感想、を記述させ、その内誌を調査した。

授業者としては、単元と授業の内容が本絞の生誌に適切であったと考えているが、客観的なデータはな

い。ただ、単元中に一貫して指導していた内容は、生徒にしっかり身についていたことが単元後の感想

からわかった。

キーワード新学習指導要領 ダンス 表現 コミュニケーション 男友共智

1 rまじめに

ダンスの一般特性としては、イメージをとらえた表現

や踊りを通した交流を通して仲間とのコミュニケーショ

ンを豊かにすることを重視する運動で、仲間とともに感

じを込めて競ったりイメージをとらえて自己を表現した

りすることに楽しさや喜びを味わうことのでき

ある。

本校では、柔道・剣道・ダンスの3つからダンスを選

択した2クラスの生徒の集団でダンスの授業を展開して

いる。人数構成は、男子5・6名程度で残りの選択者の

ほとんどが女子である。今までの授業の様子に関して、

男子は男子同士で表現する際は、斬新で独創的な発想、か

ら多様な動きで表現している。女子も男子同様、演劇部

の生徒を中心に体を大きく使って表現している。男子と

女子が交流するような場を設けても、特に恥ずかしがる

こともなく諜題に取り組んでいる。生徒の興味関心に応

じた課題を提示すると、積極的に授業に取り組むが、興

味関心のないような課題になると取り組む姿勢に変化が

みられる。このような本校の生徒たちからみた特性は、

感じを込めて踊ったり、イメージをとらえて自己を表現

したりすることが楽しい運動である。また、仲間と、お

互いの良さ(個性)を認め会いながら活動し、踊ること

を過した交流ができると、楽しさが増す運動である。し

かしながら、表現することへの恥ずかしさや、自信のな

さから苦手に感じることもある運動であるといえる。

高等学校において、女子体育教員はダンス領域を担当

することが多い。私も勤務校にてダンスの授業を全クラ

ス担当している。ダンスは、表現を評価するため、非常

に評価が難しいとされてきた。そして、どのような内容

を指導していけばよいのか、どのような流れで指導して
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いくべきなのか同感したJむも少なくないと考える。

しかし、改定された類学習指導要領のダンス領域で

は、 A身近な生活や 1]常勤f'fo. B対憾の動きの連続・多

機な感じ .D群・もの(小道共)を使った部jき .Fはこ

びとストー lJーが、八からFに進むに従って課題が発展

するようにとてもわかりやすく設定されている。単JtfIl・

i樹は、習得(やってみる) . iれお(広げる) ・探究(深

める)のつながりを重視し、習得で学習したことが活用

で広げられ、活用で学習しことが探求で深められ、最後

の発表会に学習したことすべてが生きるように組み立て

ていけばよいことがわかる。

E 研究呂的

本校では、 l年次から2年次になる際にクラス替えが

あったため、人間関係を再度構築していく必要があると

思われる。 2年次での中心的な諜題である、 ~n興表現か

ら作品につなぐ学習がスムーズにできるように、まず、

体ほぐしとしてアイスブレイクやりズムダンスを単元の

はじめに取り入れることで、生徒i習のコミュニケーショ

ンが円滑になるように指導したい。また、単元前半で、

「群の動きものを使った動きJ rはこびとストー 1)

-J等のテーマでの即興表現を十分に経験させ、後半の

作品創作に活用させる。

そして、毎時間学習カードを記入させ、その記入内容

や、生徒たちの評倒結果から、自身の指導を見直し、次

時の授業改善に生かしていきたいと考えている。

また、 A身近な生活や日常勤作 .B対極の動きの連続

・多様な感じ・ D群・もの(小道具)を使った動き・ F

はこびとストーリーが、 AからFに進むに従って課題が

発展するようにとてもわかりやすく設定されている。単



元計画は、習得(やってみる) ・活用(広げる) ・探究

o定める)のつながりを重視し、留得で学習したことが

活用で広げられ、活用で学習しことが探求で深められ、

最後の発表会で学習したことを発揮できるようにさせ

る。

郎 研 究 方 法

1 単元の自機

(1)主体的に取り組むとともに、互いに共感し高め合

おうとすること、役割を磁極的に引き受けて自己の

設任を果たそうとすること、合怠形成に貢献しよう

とすることなどや、健康・安全を確保することがで

2 単元の評価続準

きるようにする。(関心・意欲・態度〕

(2)グループや自己の課題に応じた運動を継続するた

めの取り組み方を工夫できるようにする。(忠、考・

判断〕

(3)表したいテーマにふさわしいイメージをとらえ、

儲や群で、変化をつけて即興的に表現したり、イメ

ージを強識した作品にまとめて発表したりして踊る

ことができるようにする。(技能〕

(4)ダンスの名称や用語、表現の仕方、関連して高ま

る体力、課題解決の方法、交流や発表の仕方などを

理解できるようにする。(知識・埋解)

関心・意欲・態度 思考・判断 技能 知識・理解

単
ダむミとーコとえもにに主、体互的いにに取共り感組し グにル応ーじたプ運や動自を己継の続課す題

表いでイ、し対メたー極いジテのを動ーときマらやにえ空ふ、傭間さわやの群し使
創景作と表ダ現ンのスの仕名方称、体や力用の語高、文め化方、的課背

7c 
高め合おうとすること、役 るための取り組み方を 題解決の方法、発表の仕方などを理

の 審jを積極的に引き受け'自 工夫できるようにする。 い方で変化を付けて即興 解できるようにする。

評 己の資任を果たそうとす 的に表現したり、イメージを

価 ること、合意形成に貿献し 強調した作品にまとめたりし

規 ょうとすることなどや、健 て踊ることができるようにす

主務 藤・安全を権保することが る。

できるようlこする。

!①に取練り習組やも発うと表すにる、。主体的 !①プや目標に応じてグルー luメ〉ーテジーZマにふさわしいイ 次のことに学つ習いカてー理ド解等しに、話し合いで
自己の課題を設定 メ をとらえ、動きや空間 言ったり、 審き出した

②練習や発表時に、互い し、課題解決の過程を の使い方に変化を付けて、 りしている。
のよさや遠いを認めたり、 踏まえて課題を見直し 即興的に表現することがで [名称、や用語]

賞賛したりしようとする。 ている。 きる。 ①創作ダンスで用いられる、即興表

③仲間と活動を行う上で ②発表後の話し合いの -多様なテーすから、見る人 現や作品創作などに関する名称や用

必要な役若手iを作り、決め 場面で、互いのよさや違 に伝わりゃすし 1ように、中 笠ロ五ロ。

た役割を積極的に引き受 いを指摘している。 心となるイメージをとらえる ②多様な表現につながる重要な動き
け、費任を持って取り組も ③グループでの話し合 ことができる。 や空間の使い方、個人や集団の動き

A十uム うとする。 いの場面で合意を形成 -思いつくままにとらえたイ などのポイント。

習 @課題の解決に向けて、 するための鰯整の仕方 メージをすぐに動きに変え ③それらを高めるための安全で合理

活 自己の考えを述べたり、 を見付けている。 て表現することができる。 的な練習の仕方。

重力 相手の話を開いたりする ④練習、発表の場蔀 -動きに緩急や強弱を付け [文化的背景と表現の仕方]
など、グループの話し合 で、鰭康・安全を擁保・ たり、それらを最大限に強 @自己表現のダンスとして誕生した文

お いに費任を持って関わろ 維持するために自己や 鵠した対極の動きで表現す 化的背景。

'1 うとする。 仲間の体欄に応じた活 ることができる。 ⑤テーマやイメージを自由にとらえた

る ③健遺棄・安全に留意して 動の仕方を選んでい ヲリ・円・渦巻き・密集一分 動きで仲間と表現し合って踊ること。

具 いる。 る。 散など、空間の使い方に変 〔体力の高め方]

体 ⑤ダンスを生涯にわ イヒを付けて表現することが ⑤創作ダンスの動きに関連して高まる

の たって楽しむため自己 できる。 体力(柔軟性や調整力など)。

評 lこ適したかかわり方を見 -主役と脇役、ユニゾン、カ [課題解決の方法]

部 f寸けている。 ノン、対立、密集一分散な ⑦自己に応じた毘標の設定、目標を

規 ど、恒人や集団の動きを生 達成するための課題の設定、課題解

準 かして表現することができ 決のための練習法などの選択と実

る。 践、発表などを通した学習成果の確
官、、新たな自擦の設定とし 1った、課題
解決のための道筋があること。
[発表の仕方]
③発表の形態、ステージの使い方、
音響や衣装などをテーマに応じて選
ぶことがあること。
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3 単廷の許態

学習過程

23 ③ 5 I 6 7 8 9 

用具準犠盤集合挨拶笛出欠確認、@龍康観察・本時のねらいと学習内容の確認

.............，. なか なか2

j醤鋒(やってみる〉

I . . __ .， 1 探求(潔める) I I e オジエンテーション 1. 毎時間のテーマから、共通のィ J~'J" ""'f'V'''~<V 1 1.発表会

.DVD鑑賞 !メージや動きで思いつくままに踊トグルーピング I (発表と鑑賞)

eワノ¥ノ¥ダンス iる(教師のリードで)。 トグループごとの創搾や見せ合いトまとめ

~!m (Jtlf~) I~課題確認→動がくりと感じの
活用(志げる) I I確かめ→見せ合い→手直し)

・グノレープで、好きなイメージや

動きでメリハリのあるひと流れの

動き(小作品)に工夫して踊る。

-見せ合し1

H毎時鰐のテ』ーマ}

2: r出会いとZIJれj

(身近な生活や日常勤作)

3: rねじる一回る一見るj

(対撞の動きの連続)

4: r見る一見る一見るJ
(群の動き)

5: r椅子、布、新開ボーノレj

(ものを使った動き)

6・7:気に入った小説・詩から
(はこびとストーリー)

集合・健康状態の確認・本時のまとめ・次時の予告・挨拶・片づけ

はじめ

学習のねらいと

進め方を理解

し、学習の見通

しを立てる。

ねらし 1①
いろいろなテーマからイメージ

や動きをとらえて即興的に表

現するD

10 

20 

30 

40 

45 

ハ
υ

1
ょ

まとめ

グノレニヲぎとiこ
錦り込んで、発表

会を行う。

ねらし否-

i乍品のテーマを選び、表した

いイメージを強翻したfはじめ

ーなかーおわりjの構成で作

品を室IJ，?，踊る。

4 本時の学習と指導 {4/12時)

(1)ねらい

〔関心・意欲・態度〕

・練習や発表に主体的に取り組むことができる。

・グループ活動の際に、自己の考えを述べたり、相手

の話を開いたりするなど、責任を持って関わることが

できる。

(J思考・判断〕

発表後に、白他のグル一プそれぞ

題を指摘することがでで、きる。

〔技能〕

「密集一分散」などの群の動きの効果を生かしなが

ら、 f見る一見る一見るJを使って表したいイメージ

をとらえ、変化を付けたひと流れの動きで表現するこ

とができる。

〔知識・理解)

ダンスにおける視線の効果や、群の動きの効果を理解

することができる。

(2)準備 CDMDデッキ・ CD.MD・タンバリン・掲

示用模造紙

つd
O
R
U
 



(3)展開

段階 学習内容・活動 指導上の習意点

導入 1 1.集合・整列・挟拶・出席確認・耀藤観 ! ・出席確認する際、健康観察・安全

10分 i察 |確認を行う。

2. ダンスウォーミングアップ

(])体ほぐしの運動(円形コミュニケーシ

ョン)

0全員でl-q形になり、音楽に合わせて次

のような動きを行なう o

く動きの例>

・予をつないで円の内側を向き、体を揺

らす0

・リズムにのって、自分の!漆→右の人の

背中→自分の膝→左の人の背中をたたく。

その繰り返し。

• I司v一方向を向き、前の人の背中、腰、

定等を心をこめてパタパタたたく。

-前の人の背 1:ドを、いろいろな場所をこ

する 0

・前の人の尉を持って揺らし、皆で揺れ

る。等

(2)群での即興的なウォーミングアップ「

リーダーに続け!J 

07人程度のグループになる。

(3'"'-'5グループ)

Oグループ内で1)ーダーを2人決める。

O リーダーの動きに続いて(まねしたり

智正体育館を移動しながら即興的に踊

る。

Of也のグループを意識して、感じ合いな

がら織る。

-心と体がリラックスできるような

音楽を用意する。

-相手が気持ちよいように、会話し

ながら、相手の様子を克ながら行な

うように促す。

-次のような言葉かけを行ない、自

由に、いろいろな動きで、群で感じ

合いながら動けるようにする。

「いろいろな動きをやってみよう J

「大きい動きも小さい織かい動きも

いいよその場でやっていないで

移動してみようJ rグループ向土で向

かい合い、意識して動いてみようJ

-84-
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展開

30分 11 

「見る一見る一見るj を群れで表現しよう

3. 本時のねらい、学習内容について確認

する。

E いろいろな「見る!J (習得)

一教師のりードで一

生教師の前に座って、教磁の言葉かけで

動く。

<動きの例>

・体全体で「見るj

-方向を変えて f見るj

・3つ連続で「見る一晃る一見るJ (方

向を変えて)

-教師を f見るJ

-タンバリンを f見るj

-動くタンバワンを f見るJ (捜総を動!

かす)

-議後は、 「ピタツ]Jと止まって見て

終わる。

5. 立って、教師の言葉かけで動く。

Oいろいろな動きとかけ合わせて、 「見

るJ動きを行なう。

0半分に分かれて見合う。

<動きの例>

・走って、ジャンプして、転がって「見

るJ

-誰かと集まってくっついて「見るj → 

離れる→くっついて「見る」

-散らばって「見る」

• 3つ連続で「見る一見る一見るj

-人の体を使って覗くように「見る」

-センタに集まって、上、下、好きな所

前を見る。

・背を向けて歩きながら遠くを f見るj

-振り返って正面を f克るJ。

-視線を動かさず鑑賞している人たちを

ゆっくり近づきながら f見る」 等

。お互いに気が付いたことを発言する。

「見るj 動きを手がかりに、群の

効果を学ぶことを伝える。

-言葉かけとタンバリンで合i還をす

る。 I.主体的に取り組

・視線が明確になるように、集iやし iんでいる。 (1鑓〕

て見るように伝える。

・目だけでなく、体全体で~!J!るよう

に助言するo

る生捷には、群での動きが

どのように見えるかよく見ておくよ

うに伝える。

-群の動きがよかったら、交替の擦

に拍手するように促す。

-視線の効果、群の効果を確認する。 -視線の効果や群

「見る」を強訴するためのポイン|の効果(見るi瞬間

ト(例えば、前の視線を強調させる|の緊張感、大勢の

のであれば一度後ろを向く、 「ピタ i視線が集中した時

ツ 1Jと止まって f見るJを強調し !の迫力など)に気

づき発言したり、
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5分

6. グループ (6'"'-'7人)で、リーダーに

続いていろいろな「見るj を即興的に動

く。

O グループ(ウォームアップのグループ)

内でリーダーを2人決める。

O リーダーが「見る j 動きやイメージ

を、 gi)Jきで示したり、 rooのように

克る!Jと声をかけたりして、全員で

即興的に動く o リーダーは交醤。

7. グループごとに表したいイメージを決

めて、ひと流れの勤きに工夫する。

8. 発表と鑑箆

Oグループ発表の)順番を決める。

O発表の演出(進め方)を確認する。

く発表の進め方>

たければ速く動いて(走って)から

止まる等)を伝える。

書き出したりする

ことができる。

{知}

-創作方法と、創作のポイントにつ|・自己の考えを述

いて、次のような助言を行なう。 Iべたり、相手の話

<創作方法>を聞いたりするな

・動きながら考える。 Iど、責任を持って

・まずは大まかに最後までつくる。 I関わることができ

・出されたアイディアはすべて試し|る。(関}

てみる。

<ポイント>‘視線と群の効果

・最初と最後をはっきりと。 Iを生かし、イメー

① 全員で教師のリードで「見るj を表 1 ・一番表したい部分が強調されるよ|ジにふさわしい変

現する。 Iうに動き(緩急強弱等)や空間構成 j化を付けたひと流

②各グループの発表 I (密集一分散等)に変化をつけて表 iれの動きを工 夫

③ 全員で教師のリードで「見るj を表|現する。

現。鍛後はポーズ。

-各グループの代表 1名に感想を発

表させる。

-各グループの良かった点と改善点

についてコメントする。

-視線と群の効果について確認す

る。

-健康観察を行なう。

-協力して安全に留意しながら片付

10.ストレッチをする。 けを行うよう指示する。

11.挨拶、片付けをする。

-86-

し、踊ることがで

きる。[技}

-自他のグループ

それぞれのよさや

違い、課題を指摘

することができ

る。 {患)



5 教弱行動

とにかく「称賛Jする言葉かけのみ行うように心が

け、すべての言動に関して一翼牲を重援し、教師が見本

となるように態度で示した。

N 結集と

単元終了後の生徒の感想、に関して、 Qダンスの授業で

した内容は?という関いには、デフォルメと群舞と

いう記した生徒がとても多かった。公開授業のインパク

トが強かったのだろう。一方、ワハハダンスやアゲハ蝶

といった曲名をあげる生徒もいた。 Q授業の感想、は?で

は、「普段しゃぺらない入とでも仲良くなれた気がするj

fはずかしさより、みて!という気持ちで表現できるよ

うになった群韓がみていても動いていても面白かっ

た」などがあった。私は、不登校気味で若干身体にも難

のある生徒が、ダンスの授業だけは積極的に休まず参加

し、授業中は地の生徒と見分けがつかないくらい動いて

いたことと、弱視の生徒が fとにかく楽しくて動きまわ

ったJと感想を述べていたことがとてもr:p象的だった。

V 今後の課題

智熟度がさまざまな生徒に、このような授業を展開す

るには非常に時間がかかると考えられる。さらに、男京

共宵では、単元はじめのま手間気づくりのl時間が必要なこ

とが今後の課題だろう。

H21.10.30第43回全国女子体育研究大会埼玉大会

筑波大学F付属坂戸高等学校公開授業の様子

H21.10.30第43回全思女子体育研究大会埼玉大会

筑波大学的属坂戸高等学校公開授業後
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